
EMAやRNAによる手法は、DNA群集構造
解析では得られない実際の環境の生菌の
群集構造をアプロ ーチする非常に重要な
ツ－

）レといえます。

EMAによる解析手法では、菌数が少ない環境においても適用可能となります。また、RNAによる解析手法で

は、菌数が多く、DNAの収量が多い環境でないと、環境サンプルからRNAを得ることが非常に難しいと予想

されますが、EMAに比べ菌種による偏りはないと考えられます。これらの手法は相補的な関係をもっと考えら

れ、組み合わせて利用することもあ勧めいたします。

サー ビスと価格
アンプリコン解析パッケージ、：150,000円／16サンプルまで

RNAからの逆転写による
アンプリコン解析

RNA抽出から

逆転写PCRから

EMAによるアンプリコン解析
(EMA処理→DNA抽出→PCR)

※上記はライブラリ調製の費用です。Miseq費用（QC／ラン／解析）が別途かかります。

株式会社ファスマック
〒243・0021神奈川県厚木市岡田3088ケーオービルA棟 4階

株式会社ファスマックバイオ研究支援事業部

次世代シーケンス解析サー ビス担当

TEL:046-281-9909 

Emailご注文／お問い合わせ用・・ngs@fasmac.co.jp

http/ /fasmac.co.jp 

+35,000円／サンプル

+20,000円／サンプル

+35,000円／サンプル
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次世代シーク工ンスから
新しいアンフ

。

リコン解析のラインナップ
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